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榎
本
武
揚
は
、
政
界
以
外

に
も
「
電
気
学
会
」
「
大
日

本
気
象
学
会
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
科
学
技
術
に
関
す
る
学

会
な
ど
の
要
職
を
務
め
て
い

る
。
そ
の
数
は

以
上
に
の

ぼ
る
が
、
ど
れ
も
単
な
る
名

誉
職
で
は
な
く
、
精
力
的
に

活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
、
万
能
人


と
し
て
の
人
生
で
あ
っ
た
。

享
年

で
東
京
都
内
の
自
宅

で
永
眠
し
た
際
、
葬
儀
は
海

軍
葬
で
行
わ
れ
、
榎
本
の
人

生
の
評
価
の
締
め
く
く
り
を

示
し
た
も
の
と
し
て
興
味
深

い
も
の
が
あ
る
。

黒
瀧
秀
久

詳
細
は
『
榎
本
武
揚
と

明
治
維
新
―
旧
幕
臣
の
描

い
た
近
代
化
』
（
岩
波
ジ

ュ
ニ
ア
新
書
）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

学
校
と
し
て
設
立
す
る
。
こ

こ
で
は
普
通
科
・
商
業
科
・

農
業
科
・
海
軍
予
備
科
の
４

科
が
置
か
れ
、
そ
の
農
業
科

が
後
に
独
立
し
て
、
私
立
東

京
農
学
校
、
東
京
高
等
農
学

校
、
東
京
農
業
大
学
と
発
展

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
学

校
の
方
針
は｢

セ
オ
リ
ー(

理

論
）
」
と
「
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

（
実
践
）
」
の
統
合
が
求
め

ら
れ
る
〝
実
学
主
義
〟
の
原

点
が
示
さ
れ
て
い
る
ま
た


卒
業
生
に
は
北
海
道
開
拓
や

海
外
農
業
開
発
を
求
め
て
い

る
農
商
務
大
臣
の
際
に
は


足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
に
お
け

る
被
害
民
の
訴
え
に
も
耳
を

傾
け
、
後
の
本
学
初
代
学
長

と
な
る
横
井
時
敬
と
も
知
り

合
う
き
っ
か
け
を
な
し
、
後

年
横
井
に
経
営
を
任
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。

移
民
政
策
に
取
り
組
ん
だ
。

武
力
に
よ
っ
て
植
民
地
を
獲

得
す
る
の
で
は
な
く
、
他
国

の
未
開
発
の
土
地
を
平
和
裏

に
買
い
求
め
、
そ
こ
に
日
本

人
を
「
永
住
移
民
」
と
し
て

送
り
込
ん
で
開
拓
し
て
経
済

的
に
独
立
さ
せ
る
構
想
を
持

っ
た
。
榎
本
は
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
帰
国
後
、
日
本
初
の
伊

藤
内
閣
に
お
い
て
逓
信
大
臣

に
抜
て
き
さ
れ
、
電
信
技
術

の
進
展
に
貢
献
す
る
。
「
薩

長
に
あ
ら
ず

ん
ば
人
に
非

ず
」
と
い
わ

れ

た

時

代

に
、
逓
信
大

臣

に

限

ら

ず
、
五
つ
の

大
臣
（
海
軍

卿
を
含
む
）

を
歴
任
す
る

こ
と
に
な
る
。

日
本
近
代
を

創
る
実
学
者

榎
本
は
、
今
か
ら
１
３
０

年
前
の
明
治
(

１
８
９
１)

年
に
東
京
農
業
大
学
の
前

身
、
静
岡
育
英
会
に
よ
る
私

立
育
英
黌
を
、
旧
幕
臣
の
子

弟
を
教
育
す
る
た
め
の
私
立

任
官
さ
れ
、
地
下
資
源
（
石

炭･

石
油)

の
調
査
と
、
小
樽

の
土
地
開
発
対
雁(

現
江
別

市)

の
農
場
を
経
営
し
た


榎
本
武
揚
の
類
い
ま
れ
な

る
外
交
能
力
が
発
揮
さ
れ
た

事
柄
と
し
て
、
明
治
８
（
１

８
７
５
）
年
に
ロ
シ
ア
と
の

間
で
締
結
さ
れ
た
「
樺
太
・

千
島
交
換
条
約
」
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
初

の
海
軍
中
将
（
日
本
海
軍
の

最
高
位
）
に
任
じ
ら
れ
、
そ

の
４
日
後
に
は
初
代
駐
露
特

命
全
権
公
使
に
任
命
さ
れ

た
。
こ
の
条
約
は
治
外
法
権

な
ど
も
な
く
、
初
め
て
大
国

と
対
等
に
渡
り
合
っ
て
獲
得

し
得
た
結
果
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
。

外
務
大
臣
時
代
に
は
｢
移

住
課
」
を
設
け
て
メ
キ
シ
コ

た
。榎

本
は
降
伏
し
て
五
稜
郭

を
開
城
し
た
時
、
新
政
府
軍

の
大
将
で
薩
摩
出
身
の
黒
田

清
隆
に
オ
ル
ト
ラ
ン
の
『
万

国
海
律
全
書
』
を
贈
っ
た
。

黒
田
は
そ
の
事
に
感
銘
を
受

け
、
西
郷
隆
盛
に
助
命
を
嘆

願
し
た
。

新
生
す
る
榎
本

榎
本
は
降
伏
後
、
牢
獄
に

つ
な
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

断
罪
は
免
れ
な
い
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
科
学
技

術
や
知
識
の
全
て
を
後
世
に

残
す
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
留

学
で
学
ん
だ
モ
ノ
づ
く
り
の

知
識
と
技
術
を
開
成
雑
俎


と
し
て
書
き
綴
っ
た
。
投
獄

か
ら
２
年
半
の
時
を
経
て
、

黒
田
の
助
命
運
動
が
か
な

い
無
罪
放
免
が
決
定
し
た


無
罪
放
免
に
な
っ
た
２
日

後
に
、
北
海
道
開
拓
使
へ
と

て
、
最
も
遅
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
国
際
法
の
勉
強
に
も
力

を
入
れ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
帰
国
し
た

榎
本
は
、

歳
で
海
軍
副
総

裁
と
な
り
、
戊
辰
戦
争
の
終

盤
、
蝦
夷
地
へ
渡
り
、
わ
が

国
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
選

挙
（
入
れ
札
）
に
よ
り
榎
本

を
総
裁
と
す
る
「
蝦
夷
共
和

国
」
政
権
が
樹
立
す
る
。
そ

の
後
、
箱
館
戦
争
を
指
揮
し

た
が
、
降
伏
し
、
「
蝦
夷
共

和
国
」
は
わ
ず
か
６
カ
月
間

の
み
存
在
し
た
政
権
と
な
っ

海
に
集
ま
る
外
国
の
捕
鯨
船

団
や
箱
館
港
に
停
泊
す
る
軍

艦
を
目
に
す
る
。
わ
が
国
の

科
学
技
術
の
欧
米
列
強
に
比

べ
た
後
進
性
を
痛
感
し
た
。

江
戸
に
戻
っ
た
後
、
幕
府
が

西
洋
式
の
海
軍
を
目
指
し
て

設
立
し
た
長
崎
海
軍
伝
習
所

の
門
を
た
た
き
、
蒸
気
機
関

学
、
造
船
学
、
航
海
法
、
砲

術
、
測
量
術
、
算
術
、
オ
ラ

ン
ダ
語
な
ど
を
学
び
、
艦
上

で
の
実
地
訓
練
を
行
い
、
科

学
技
術
を
学
ぶ
視
点
を
形
成

し
た
。


歳
の
時
に
榎
本
武
揚

は
、
幕
府
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
留

学
へ
の
機
会
が
与
え
ら
れ

た
蒸
気
機
関
学
や
機
械
学


理
学
、
化
学
な
ど
の
科
学
全

般
を
学
ん
だ
。
長
ら
く
鎖
国

を
続
け
て
き
た
日
本
に
と
っ

国
際
的
士
族

東
京
農
業
大
学
の
創
設
者

榎
本
武
揚
は
江
戸
時
代
末
期

の
幕
府
の
重
要
な
機
能
を
担

い
、
幕
府
崩
壊
後
は
、
旧
幕

臣
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
政
府

の
中
で
政

府
首
脳
の

一
員
と
し

て
、
殖
産

興
業
の
発

展
に
寄
与

し
て
日
本

の
近
代
化

を
推
進
し

た
。
〝
近

代
の
万
能

人
〟
と
も

評
さ
れ
る

人
物
で
あ

る
。榎

本
武

揚
は
、
幕
府
旗
本
の
次
男
と

し
て
江
戸
で
生
ま
れ
た
。
幼

少
か
ら
学
問
好
き
で
、

歳

の
時
に
昌
平
黌
（
昌
平
坂
学

問
所
）
に
入
学
。
朱
子
学
や

オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、
さ
ら

に
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、

人
一
倍
外
国
の
見
聞
を
広
め

る
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
た
。


歳
の
時
、
蝦
夷
地
（
北
海

道
）
、
北
蝦
夷
地
（
樺
太
）

の
巡
視
に
随
行
す
る
機
会
が

あ
り
、
そ
こ
で
オ
ホ
ー
ツ
ク

手
の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
て
強
力
な
後

押
し
と
な
る
よ
う
、
農
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
「
払
込
取
扱
票｣(

校

友
会
ニ
ュ
ー
ス
同
封
）
で
お
振
り
込
み
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン

募
金
に
協
力
を

協
力
者
ご
芳
名
を
８
面
に
掲
載

陸
上
競
技
部
男
子
長
距
離
ブ
ロ
ッ
ク
選

学
「
食
と
農
」
の
博
物
館
で
は
現
在
、
１
３
０

周
年
を
記
念
す
る
「
学
祖
群
像
―
豊
か
さ
を
つ

な
ぐ
」
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
同
展
で
は
、
東

京
農
業
大
学
の
３
人
の
学
祖
、
榎
本
武
揚
、
横

井
時
敬
、
田
中
芳
男
に
焦
点
を
当
て
る
。
本
紙

は
３
人
の
学
祖
に
つ
い
て
、
展
示
案
内
の
要
旨

を
３
回
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
第
１
回
は
本
学

の
生
み
の
親
、
榎
本
武
揚
。

（
敬
称
略
）

母
体
と
し
た
私
立
「
育
英
黌
農
業
科
」
を
設
立

し
て
か
ら
１
３
０
年
を
迎
え
た
。
東
京
農
業
大

東
京
農
業
大
学
は
、
明
治

年
に
榎
本
武
揚

が
東
京
市
麹
町
区
飯
田
河
岸
に
徳
川
育
英
会
を

①

《会期》

第１幕 令和３年９月日（金）

～令和４年３月日（火）

第２幕 令和４年４月１日（金）

～９月日（水）

《会場》

東京農業大学「食と農」の博物館

企画展示室
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近代的万能の武士

榎本武揚

科
学
や
法
に
も
造
詣
深
い
国
際
人

榎
本
武
揚
が
幕
末
に
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
モ
ー
ル

ス
電
信
機
の
複
製
（
沖
電
気

工
業
株
式
会
社
所
蔵
）

｢食と農｣の博物館

東京農業大学創立130周年記念展

｢学祖群像―豊かさをつなぐ｣

榎
本
武
揚
着
用
の
軍
服
・
軍
帽
（
靖
国
神
社
遊
就
館
所
蔵
）

榎本武揚

第130号（１） 令和３年11月１日
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な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
広

が
る
最
先
端
の
研
究
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

全
国

局
で
毎
週
火
曜
日

に
放
送
。
放
送
時

間
は
各
放
送
局
に

よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
番
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
「
あ
ぐ

り
ず
む｣

は
川
瀬
良
子
さ
ん

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
務

め
る
日
本
農
業
を
応
援
す
る

ラ
ジ
オ
番
組
。
番
組

と
東
京
農
大
が
タ
ッ

グ
を
組
み
、
農
業
の

魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、

工
学
、
理
学
薬
学


医
学
、
福
祉
、
観
光

｢

東
京
農
業
大
学
最
寄
駅｣

経
堂
の
副
駅
名

東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
の
最
寄
り
駅
「
経
堂
」

に
４
月
１
日
、
「
東
京
農
業

大
学
最
寄
駅
」
の
看
板
が
掲

げ
ら
れ
た
＝
写
真
上
。

副
駅
名
の
看
板
は
、
小
田

急
電
鉄
㈱
と
し
て
初
の
取
り

組
み
。
小
田
急
線
の
利
用
者

に
経
堂
駅
が
東
京
農
大
の
最

寄
り
駅
で
あ
る
こ
と
を
案
内

し
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
目
的
。

口
学
長
に
よ
り
「
包
括
連
携

協
定
の
可
能
性
」
に
つ
い
て

対
談
が
行
わ
れ
、
国
民
が
必

要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
で

き
る
だ
け
国
内
で
生
産
す
る

「
国
消
国
産
」
の
情
報
発
信

や
、
地
域
農
業
や
関
連
産
業

の
振
興
に
必
要
な
技
術
開

発
、
農
業
・
農
村
を
支
え
る

人
材
育
成
な
ど
に
つ
い
て
双

方
の
共
通
理
解
を
深
め
た
。

東
京
農
大
は
こ
れ
ま
で
に

次
の

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
お

り
、
今
回
Ｊ
Ａ
全
中
と
締
結

し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。Ｊ

Ａ
世
田
谷
目
黒
、
Ｊ
Ａ

上
伊
那
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻


Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
、
Ｊ
Ａ
菊

池
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
、

Ｊ
Ａ
全
農
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
、

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
、
Ｊ
Ａ
あ

わ
じ
島
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の

・
地
域
づ
く
り


な
ど
。

調
印
後
、
中
家
会
長
と
江

よ
び
関
連
産
業
の
振
興
に
必

要
と
な
る
技
術
開
発
・
研
究

し
た
。
Ｊ
Ａ
全
中
が
大
学
な

ど
の
教
育
機
関
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ぶ
の
は
始
め
て
。

調
印
式
は
東
京
都
千
代
田

区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で

行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
中
家

徹
会
長
や
東

京
農
大
の
江

口
文
陽
学
長

ら
が
出
席
し

た
。主

な
連
携

内
容
は
①
食

と
農
業
の
情

報
発
信
②
食

と
農
業
の
次

世
代
を
担
う

人
材
育
成
③

地
域
農
業
お

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
（
Ｊ
Ａ
全
中
）
と
東
京
農

業
大
学
は

月
４
日
、
食
と

農
業
の
情
報
発
信
や
次
世
代

を
担
う
人
材
育
成
を
図
る
た

め
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結

に
は
、
石
垣
島
の
森
林
か
ら

海
洋
ま
で
の
景
色
を
前
に
亜

熱
帯
産
の
作
物
や
果
実
を
手

に
す
る
東
京
農
大
の
現
役
学

生
を
配
置
し
て
い
る
。

す
る
学
問
で
あ
り
、
山
の
頂

上
か
ら
海
洋
ま
で
、
地
球
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
が
研
究
フ
ィ

ー
ル
ド
」
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
看
板

那
覇
空
港
に

農
大
の
看
板

沖
縄
県
の
那
覇
空
港
３
階

出
発
ロ
ビ
ー
に
６
月
２
日
、

東
京
農
大
の
看
板
が
掲
げ
ら

れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

那
覇
空
港
の
年
間
利
用
者

数
（
令
和
元
年
度
）
は
２
０

０
０
万
人
を
超
え
、
国
内
６

位
。
う
ち
約
５
０
０
万
人
は

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

家
族
旅
行
者
と
修
学
旅
行
者

が
占
め
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
る
。
大
学
修
学
前
の
利
用

客
が
多
い
空
港
は
、
東
京
農

大
で
の
学
び
の
発
信
に
は
最

適
の
場
所
だ
。

農
学
は
「
身
近
に
あ
る
自

然
や
生
活
を
総
合
的
に
科
学

東
京
農
大
経
営
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
１
の
経
営
者
大

賞
が
決
ま
っ
た
。

今
年
の
経
営
者
大
賞
に
は

６
件
６
人
の
推
薦
が
あ
り
、

審
査
委
員
会
委
員
に
よ
る
書

類
審
査
と
現
地
調
査
の
結

果
、
上
表
の
方
々
が
各
賞
を

受
賞
す
る
。
表
彰
式
は

月


日
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行

わ
れ
る
予
定
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
優

れ
た
経
営
で
活
躍
し
、
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
卒
業
生
を

対
象
に
「
東
京
農
大
経
営
者

大
賞
」
「
東
京
農
大
経
営
者

賞
」
な
ど
の
賞
を
贈
る
。
後

援
は
東
京
農
業
大
学
校
友

会
、
東
京
農
業
大
学
教
育
後

援
会
、
東
京
農
大
経
営
者
会

議
な
ど
。

下表のような実績がありました。これからも
番組表などで出演者をチェックして、ぜひご
覧ください。
また、農大サイエンスポートなど世田谷キ

ャンパスが、ゴールデンタイムに放映される
テレビドラマのロケ地として、よく使われて
いることをご存じでしょうか。詳細は農大ホ
ームページをご覧ください。

４月以降、東京農大の先生やキャンパスの
メディア露出が多くなっています。特に食・
農・自然関係でのテレビ出演や監修協力が多
く、取材依頼は新聞なども含めると４月以降
月前半までで170件にも及んでいます。テ
レビ関係では今年９月と月前半だけでも

東京農大経営者フォーラム2021受賞者

経営者大賞

新井 健一氏

大村 春夫氏

鈴木 太郎氏

村上 保裕氏

経営者賞

川瀬 勝之氏

武田 晃氏

昭和53年３月
短期大学農業科卒業

昭和49年３月
農学部醸造学科卒業

平成９年３月
短期大学部環境緑地学科卒業

平成11年３月
農学部農学科卒業

昭和54年３月
農学部農業経済学科卒業

昭和46年３月
農学部造園学科卒業

昭和54年３月
農学部農業経済学科卒業

㈱あらい農産
代表取締役

丸藤葡萄酒工業㈱
代表取締役

㈱サザコーヒー
代表取締役社長

㈱マイテック
代表取締役

㈱植倉造園
取締役会長

㈲たかやしろファーム
代表取締役

農業

ワイン醸造業

コーヒー製造販売

携帯電話販売

造園業

農業・農産加工
（ワイン等）

パーソナリティーの川瀬良子さん㊧と本学の
上岡美保副学長

那覇空港に掲げられた東京農大の看板

主なテレビ番組一覧

放映・掲載日

10月３日

９月29日

９月29日

９月25日

９月18日

９月４日

テレビ局と内容

ＢＳ１「被爆の森2021」
調査・研究の様子、出演

ＮＨＫ総合｢チコちゃんに叱られる！｣
トウモロコシのヒゲってなに？出演

フジ｢世界のなんだこれ!?ミステリー｣
「樹木の根｣｢ヤマグワの実」解説、監
修協力

日本テレビ「満点★青空レストラン」
監修協力

ＢＳフジ「もしもで考えるなるほどな
っとく塾」
もしもミミズがいなかったら？出演

日本テレビ「世界一受けたい授業」
夜仕込んで翌朝食べられる手作り発酵
食品ベスト５！出演

出演・協力した先生

森林総合科学科
上原巌教授山﨑晃司教授

農学科
高畑健教授

森林総合科学科
上原巌教授

応用生物科学部
野口智弘教授

デザイン農学科
長島孝行教授

醸造科学科
前橋健二教授

９月４日

９月３日

毎週（土）

ＢＳテレビ東京「ファッション通信」
シルクのいろは 出演

ＮＨＫ Ｅテレ「思考ガチャ！～大人
になるとピーマンが食べられるワケ
～」出演

テレビ東京「しまじろうのわぉ！」
米や野菜はどうやってできるの？監修
協力

デザイン農学科
長島孝行教授

食品安全健康学科
岩槻健教授

農学科
上地由朗教授峯洋子教授

テレビドラマの撮影

10月11日～

10月10日～

10月４日～

ドラマでは、これまでに「監察医 朝顔」「ナイト・ドクター」「ＳＵＩＴ／スーツ」などが撮影
されました。

テレビ東京「じゃない方の彼女」

ＴＢＳ「日本沈没―希望のひと―」

フジ「ラジエーションハウスⅡ」

主人公たちが通う大学の
一部として世田谷キャン
パス内で撮影

さまざまなシーンを世田
谷キャンパス内で撮影

農大サイエンスポートで
撮影

｢

国
消
国
産｣

の
情
報
発
信

Ｊ
Ａ
全
中
と
連
携
協
定

包
括
連
携
協
定
に
調
印
し
た
中
家
会
長
㊨
と
江
口

学
長

経営者大賞に４氏
経営者賞には２氏

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｍ

｢

あ
ぐ
り
ず
む｣

本
学
の
教
員
ら
出
演

メディアは母校に大注目

(令和３年９月、月前半)
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創
造
的
な
仕
事(

実
践
的
解)

に
つ
な
げ
る
経
営
管
理
手
法

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う

な
実
践
的
解
の
導
出
プ
ロ
セ

ス
に
も
注
目
し
、
い
か
な
る

組
織
の
ど
の
よ
う
な
組
織
風

土
が
実
践
的
解
導
出
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
の
か
、
全

国
の
６
次
化
事
例
を
基
に
定

量
的
分
析
を
行
い
、
そ
の
特

徴
（
組
織
の
危
機
意
識
の
高

さ
、
自
由
な
試
行
錯
誤
が
で

き
る
環
境
、
明
確
な
目
的
の

存
在
な
ど
）
も
整
理
し
ま
し

た
。現

在
多
く
の
農
山
村
が
少

子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、

活
力
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
の
問
題
は
た
だ
単
に

農
山
村
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
長
ら
く
多
く
の
労
働
力

や
食
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
吸
収
し
て
発
展
し
て

き
た
都
会
、
日
本
経
済
そ
の

も
の
の
問
題
で
も
あ
る
の
で

す
。
豊
か
な
農
山
村
と
い
う

土
台
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

た
日
本
経
済
は
今
非
常
に
不

安
定
な
状
態
に
あ
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
６
次
産
業
化
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
力
を

生
む
仕
組
み
に
よ
る
農
山
村

の
再
生
こ
そ
、
日
本
そ
の
も

の
の
持
続
的
成
長
に
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
、
東
京
農
業
大
学
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
非
常
に

大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
の
農
山
村
の
活

性
化
、
日
本
経
済
の
持
続
的

成
長
の
た
め
、
今
後
も
微
力

な
が
ら
精
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
や
研
究
機
関
流
通
業
者


外
食
業
者
な
ど
を
含
む
多
く

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
関

係
者)

が
知
恵
を
出
し
合
い


試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
み

ん
な
が

-



と
な
る

実
践
的
解
を
導
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す(

図
２
図
３)



６
次
化
の
優
良
事
例
を

定
量
的
に
分
析･

整
理

こ
の
度
、
拝
受
い
た
し
ま

し
た
６
次
産
業
化
に
関
わ
る

研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
実
践

的
解
を
作
り
上
げ
た
全
国
に

点
在
す
る
優
良
事
例
を
ナ
レ

ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

か
ら
整
理
し
た
も
の
で
す
。

ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

は
組
織
が
保
有
し
て
い
る
情

報
・
知
識
、
個
人
の
持
っ
て

い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
な
ど

の
知
的
資
産
を
共
有
し
て
、

農
業
農
村
の
現
場
に
付
加

価
値
を
生
み
出
す
６
次
産
業

化
の
事
業
は
、
た
と
え
ば
加

工
事
業
を
考
え
た
場
合
も
、

単
純
に
生
産
し
た
も
の
（
生

鮮
品
の
規
格
外
品
な
ど
）
を

加
工
・
販
売
す
れ
ば
成
立
す

る
も
の
で
は
な
く
、
原
料
生

産
、
加
工
生
産
、
流
通
・
消

費
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
で
基

本
的
に
大
き
な
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
存
在
し
て
い
ま
す
（
図

１
）
。

そ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ
一

つ
粘
り
強
く
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
地
域
に
付
加
価

値
を
生
み
出
し
、
雇
用
を
創

出
す
る
持
続
的
な
６
次
産
業

化
の
実
践
的
解
は
生
ま
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
実
践
的

解
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

生
産
、
加
工
、
販
売
の
単
純

な
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
大

･

経
済
学
者
で
も
あ
り
ま
す


皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存
じ
の
通

り｢

稲
の
こ
と
は
稲
に
聞
け


農
業
の
こ
と
は
農
民
に
聞

け｣

の
お
言
葉
も
あ
り
ま
す


わ
れ
わ
れ
農
業
経
営
・
経
済

学
を
専
門
と
す
る
者
は
、
現

場
に
何
度
も
足
を
運
び
、
現

場
か
ら
学
び
、
そ
れ
を
整
理

・
理
論
化
し
、
少
し
で
も
得

ら
れ
た
知
識
を
現
場
に
返
す

こ
と
を
基
本
的
な
研
究
ス
タ

イ
ル
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
栄
え
あ
る
農
大

貢
献
賞
を
拝
受
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
研
究
領
域
は
農
業
経

営
・
経
済
学
と
い
う
社
会
科

学
分
野
に
な
り
ま
す
近
年


全
国
の
農
学
系
学
部
の
研
究

は
生
命
科
学
分
野
、
医
学
分

野
な
ど
と
の
連
携
を
深
め
て

お
り
ま
す
。

農
業
経
営
・
経
済
学
の
研

究
資
金
の
獲
得
や
研
究
内
容

そ
の
も
の
に
対
す
る
風
当
た

り
が
決
し
て
良
好
と
は
い
え

な
い
中
、
実
学
主
義
を
理
念

と
す
る
東
京
農
業
大
学
が
技

術
と
現
場
を
つ
な
ぐ
農
業
経

営
・
経
済
学
分
野
に
貢
献
賞

を
授
与
す
る
決
定
を
下
さ
れ

た
こ
と
に
も
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

現
場
の
課
題
を
解
決
し

実
践
的
解
を
生
み
出
す

初
代
学
長
の
横
井
時
敬
先

生
は
大
変
著
名
な
農
業
経
営

農
業
農
村
の
現
場
に
付
加
価
値

生
み
出
す
６
次
産
業
化
を
研
究

食
料
環
境
経
済
学
科

教
授

堀
田
和
彦

第５回

や
マ
ン
ゴ
ー
な
ど

の
普
及
を
行
っ
て

き
た
最
近
で
は


コ
ー
ヒ
ー
の
普
及

に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
ヤ

ム
イ
モ
や
タ
ロ
イ

モ
の
遺
伝
資
源
を

保
全
す
る
役
割
も

担
う
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ら
の
遺

伝
資
源
は
日
本
で

も
最
大
規
模
の
個

体
数
を
有
し
て
い

る
。

「
地
域
貢
献
と
生
産
」
で
は
、
平

成

年
に
産
官
学
連
携
協
定
を
東
急

電
鉄
、
宮
古
観
光
開
発
、
宮
古
島
市

そ
し
て
東
京
農
大
と
の
間
で
締
結

し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。
東
急

電
鉄
や
亜
熱
帯
農
場
で
は
ヤ
ム
イ
モ

を
生
産
し
、
焼
酎
を
開
発
、
販
売
し

て
い
る
。
令
和
２
年
に
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
実
施
し
た

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管
理
）

食
材
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
コ
ン
テ

ス
ト
」
（
内
閣
府
主
催
）
で
、
農
場

と
宮
古
島
市
が
連
携
し
、
考
案
し
た

料
理
「
ヤ
ム
イ
モ
の
宮
古
牛
包
み
焼

き
ク
レ
ソ
ン
添
え
」
が
事
務
局
長
賞

を
受
賞
し
た
。

農
場
で
は
、
本
学
の
農
場
技
術
練

習
生
制
度
を
利
用
し
、
毎
年
３
人
の

練
習
生
を
募
集
し
て
い
る
。
高
校
を

卒
業
し
た
練
習
生
は
、
１
年
間
農
場

で
農
場
の
仕
事
に
従
事
し
た
後
、
本

学
に
優
先
入
試
に
推
薦
さ
れ
る
。
ま

た
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
協

力
隊
を
志
望
す
る
卒
業
生
に
農
業
研

修
を
行
い
、
国
際
協
力
分
野
で
活
躍

す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

ト
ウ
ガ
ン
、
カ
ボ
チ

ャ
、
オ
ク
ラ
な
ど
の

野
菜
、
熱
帯
果
樹
の

マ
ン
ゴ
ー
や
肉
用
牛

を
生
産
し
て
い
る
。

有
数
の
観
光
地
で
も

あ
る
。

東
京
農
業
大
学

は
、
昭
和

年
に
同

島
南
東
の
城
辺
（
ぐ

す
く
べ
）
に
、
宮
古

亜
熱
帯
農
場
を
開
設

し
、

年
以
上
、
熱

帯
・
亜
熱
帯
農
業
の

実
証
研
究
と
実
学
教

育
を
行
っ
て
き
た
。
農
場
は
研
修
セ

ン
タ
ー
と
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
か
ら

な
り
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
２
㌔
離
れ

た
圃
場
に
は
、
９
・
５
㌶
の
土
地
に

ハ
ウ
ス
や
堆
肥
舎
な
ど
の
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
圃
場
の
露
地
で
は

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ヤ
ム
イ
モ
の
生
産
、

ハ
ウ
ス
で
は
マ
ン
ゴ
ー
を
始
め
と
し

た
熱
帯
果
樹
を
栽
培
し
て
い
る
。

農
場
は
「
教
育
」
「
研
究
」
「
地

域
貢
献
と
生
産｣

を
柱
に
し
て
い
る


「
教
育
」
で
は
、
国
際
農
業
開
発
学

科
の
３
年
生
が
農
場
に
１
週
間
滞
在

し
、
農
場
実
習
に
加
え
て
、

城
辺
の
協
力
農
家
で
実
習
が

行
わ
れ
て
い
る
。
国
際
食
農

科
学
科
の
食
農
フ
ィ
ー
ル
ド

ス
タ
デ
ィ
ー
で
も
実
習
地
と

し
て
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま

た
、
毎
年
学
部
・
大
学
院
生

が
農
場
に
滞
在
し
、
卒
業
論

文
・
修
士
論
文
の
研
究
を
行

っ
て
い
る
。

「
研
究
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
同
島
の
地
下
水
資
源
保
全

事
業
へ
の
貢
献
、
ヤ
ム
イ
モ

沖
縄
県
宮
古
島
は
、
沖
縄
本
島
か

ら
南
西
の
方
向
に
２
９
０
㌔
で
、
本

島
と
台
湾
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
。
同
島
は
高
温
多
湿
な
亜
熱
帯
海

洋
性
気
候
に
属
し
、
年
平
均
気
温
は

･

６
度
で
一
年
を
通
し
て
暖
か
い


年
平
均
降
水
量
は
２
０
２
１
・
０
㍉

で
、
台
風
の
常
襲
地
域
で
あ
る
。

農
業
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
基
幹
作
物

と
し
、
葉
た
ば
こ
や
、
ゴ
ー
ヤ
ー
、

宮古亜熱帯農場の研修センターと圃場全景

宮古亜熱帯農場
農 場 長 入江 憲治
(国際農業開発学科教授)

ヤムイモなど研究

圃場でのサトウキビの植え付け実習

①
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は

分
の
１
以
下
に
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
３

年
６
月
に
間
伐
後
の
林
床
植

生
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

種

以
上
の
樹
種
の
発
芽
と
萌
芽

が
確
認
さ
れ
た
。

福
島
の
高
校
生
対
象
の
オ

ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
の
実
施

こ
う
し
た
間
伐
作
業
の
合

間
に
、
２
年
９
月
に
は
、
南

相
馬
市
に
お
い
て
、
地
元
の

高
校
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー

タ
ム
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し

た
。
小
生
は
、
市
内
の
樹
林

や
寺
社
林
で
の
自
然
散
布
の

樹
木
を
高
校
生
と
見
つ
け
て

採
取
し
、
そ
の
枝
葉
か
ら
ア

ロ
マ
ウ
ォ
ー
タ
ー(

芳
香
水)

を
作
る
な
ど
の
実
習
も
行
っ

た
。
３
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
残
念
な
が
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
代
替

実
施
と
な
っ
た
が
、

福
島
の
高
校
生
に
も

地
元
の
森
林
に
目
を

向
け
て
も
ら
う
べ
く

活
動
を
続
け
て
い

る
。引

き
続
き
、
森
林

の
再
生
を
目
指
し

て
、
微
力
な
が
ら
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
も
依
然
と
し
て
、
放
射

性
降
下
物
質
は
土
壌
の
表
層

部
分
に
滞
留
し
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。

ヒ
ノ
キ
林
に
お
け
る
間
伐

の
実
施

２
年

月
に
は
南
相
馬
市

の
ヒ
ノ
キ
林
（
農
大
Ｏ
Ｂ
の

所
有
林
）
に
お
い
て
間
伐
を

実
施
し
た
。
前
年
度
の
ス
ギ

林
で
の
結
果
か
ら
、
今
回
の

間
伐
率
は
一
律
に

％
と

し
、
相
馬
地
方
森
林
組
合
に

間
伐
作
業
を
委
託
し
た
。
調

査
の
結
果
、
土
壌
の
放
射
性

降
下
物
質
濃
度
は
、
前
述
の

相
馬
市
の
ス
ギ
林
同
様
に
、

土
壌
表
層
の
５
㌢
部
分
の
濃

度
が
高
く
、

㌢
の
深
さ
に

な
る
と
激
減
し
、
そ
の
数
値

し
、
種
の
多
様
性
の
増
加
を

図
り
、
土
壌
流
亡
な
ど
を
抑

止
す
る
森
林
を
形
成
し
て
い

く
。
い
わ
ば
、
「
人
工
植
栽

＋
天
然
更
新
」
に
よ
る
森
林

の
再
生
を
図
っ
て
い
く
こ

と
。

②
林
床
に
芽
生
え
、
生
育
し

て
い
る
ク
ロ
モ
ジ
、
ハ
リ
ギ

リ
、
ア
オ
ダ
モ
な
ど
の
有
用

広
葉
樹
を
育
成
す
る
。
そ
れ

ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
分
布

密
度
を
調
べ
な
が
ら
、
そ
れ

ら
の
有
用
広
葉
樹
の
育
成
も

同
時
に
行
っ
て
い
く
。

の
２
案
を
私
有
林
所
有
者
お

よ
び
相
馬
地
方
森
林
組
合
に

提
案
し
た
。

ま
た
、
間
伐
林
で
採
集
し

た
土
壌
の
放
射
性
降
下
物
質

濃
度
を
図
に
示
す
。

表
層
５
㌢
の
濃
度
が
高

く

㌢
の
深
さ
に
な
る
と


約

分
の
１
に
減
少
す
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果

る
。
間
伐
は
本
数
間
伐
で
行

い
、

％
、

％
、

％
の

３
段
階
の
間
伐
を
相
馬
地
方

森
林
組
合
に
委
託
し
て
元
年


月
に
行
っ
た
。
林
内
の
平

均
相
対
照
度
は
間
伐
前
の
同

年
９
月
の
時
点
で
、
平
均
７

・
４
％
（
±

・
８
）
で
あ

っ
た
が
、
間
伐
後
に
は

％

間
伐
区
で
９
％
、

％
間
伐

区
で

％
、

％
間
伐
区
で


％
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対

照
度
が
上
昇
し
た
。

間
伐
１
年
後
の
２
年

月

に
林
床
の
植
生
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、

種
以
上
の
樹

木
が
確
認
さ
れ
、
有
用
広
葉

樹
を
数
多
く
含
む
こ
と
も
確

認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま

え
、
同
林
分
の
今
後
の
施
業

と
し
て
は

①
ス
ギ
植
栽
林
を
、
ス
ギ
・

コ
ナ
ラ
混
交
林
を
主
体
と
し

た
針
・
広
混
交
林
に
仕
立
て

て
い
く
こ
と
。

ス
ギ
林
に
混
交
す
る
コ
ナ

ラ
を
残
存
し
な
が
ら
、
林
床

に
お
け
る
天
然
更
新
を
促
進

本
学
の
「
東
日
本
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成


年
よ
り
、
福
島
の
森
林
に

お
け
る
放
射
性
降
下
物
質

（
セ
シ
ウ
ム
）
を
継
続
調
査

し
て
き
た
。
震
災
か
ら
７
年

が
経
過
し
た
頃
よ
り
セ
シ
ウ

ム
１
３
４
（
半
減
期
２
年
）

が
微
弱
に
な
り
、
新
た
に
大

地
に
芽
生
え
た
実
生
や
、
切

り
株
の
萌
芽
枝(

ほ
う
が
し)

か
ら
は
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、

半
減
期

年
の
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
と
も
に
未
検
出
の
個
体

が
増
加
し
て
き
た
。
そ
こ
で

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
元
年
度
は
、
相
馬
市
に

お
け
る
典
型
的
な
ス
ギ
人
工

林
の
放
置
林
で
の
間
伐
を
、

２
年
度
に
は
ヒ
ノ
キ
人
工
林

の
放
置
林
に
お
い
て
も
間
伐

を
実
施
し
た
。

ス
ギ
林
に
お
け
る
間
伐
後

の
実
施

間
伐
対
象
と
な
っ
た
の
は

昭
和

年
に
植
栽
さ
れ
、
コ

ナ
ラ
も
混
交
し
て
い
る
相
馬

市
内
の
ス
ギ
人
工
林
で
あ

アジアの在来家畜研究60年
今春、旧名称「家畜育種学研究室」とし

て創立70周年、最後の卒業生を送り出した

ところです。この４月から教員３人、大学

院生２人、学部３・４年生50人全員が新名

称「動物遺伝学研究室」所属ということに

なりました。当研究室は20年

ほど前に厚木キャンパスに移

動になりましたが、世田谷時

代、ずっと以前から「在来家

畜とその野生原種の遺伝学的

解析」を研究の柱の一つにし

ています。

日本在来家畜調査団報告第

１号(昭和39年)によれば、同

年に鹿児島トカラ、奄美か

ら始まった調査は続いて台

湾、フィリピン、韓国タイ

インドネシア、スリランカと

いった国外へ、私が３年生で

入室してからもミャンマー、

ベトナム、ブータン、カンボ

ジア、バングラデシュ、モンゴル、カザフ

スタンなど南・東南アジアから中央アジア

まで、現在も現地に入って調査と遺伝子採

集を続けています。海外調査には学部生や

大学院生も同行し、その中から研究室に残

る者もあり、ノウハウが世代を超えて引き

継がれています。

研究室の宝物
調査対象として伝統的に得意としている

のは偶蹄（ぐうてい）の動物すなわち牛、

水牛、ヤギといった反

芻（はんすう）動物と

豚です。これまでに東

南アジアの在来牛に牛

の近縁別種であるバン

テンやガヤール、高地

であればヤクの遺伝子

がいろいろな割合で混

入していること、水牛

の２大系統リバーとス

ワンプの世界分布の境

界がバングラデシュの

東側からミャンマーの

西側にあることなどを

明らかにしてきまし

た。

長年の調査の成果はこうした研究面にと

どまらず、カウンターパートを縁とした留

学生の誘致にもつながっています。当研究

室で博士号を取得し、現地の大学や政府機

関に研究者として戻った同窓生が韓国、台

湾、フィリピン、インドネシア、タイ、バ

ングラデシュ、トルコ、エチオピア、ケニ

アなどで活躍しています。今もこれらの方

たちとの共同で、例えばラオス南部在来牛

の飢餓耐性・耐暑遺伝子の解析や、絶滅寸

前の野生水牛の遺伝学的調査に取り組む計

画を立てています。

世界を回って日本に戻ってきた研究対象

もあります。たとえばシバヤギの周年繁殖

性関連遺伝子の探索や、ニホンイノシシの

県ごとの遺伝子構成の特性調査など。こう

した研究もまた、大日本猟友会や青梅畜産

センター、家畜改良事業団、奥州市牛の博

物館などで活躍中の研究室同窓生の協力で

進んでいます。

遺伝資源、農業生物多様性といった概念

がまだ世の注目を引いていなかった60年前

にその重要性を見抜いた初代教授以来家

畜探検隊〟などとやゆされる時代を経て何

代にもわたってこの研究を引き継ぎ積み重

ねてくれた研究室の同窓生諸氏に感謝しつ

つ、改名後もこれまでの蓄積を生かして伝

統の研究は続いてゆきます。

当番学生が朝晩世話する研究室の韓国在

来ヤギ。年間クローズドコロニーで維

持継代中

41

継続は力なり
農学部 動物科学科 動物遺伝学研究室

教授 野村 こう

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
在
来
牛
の
体
尺
測

定
。
肩
峰
が
あ
る
の
で
体
高
の
見
極

め
が
難
し
い

福
島
に
お
け
る
森
林
再
生
の
試
み

東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
研
究
成
果

地
域
環
境
科
学
部
森
林
総
合
科
学
科
教
授

上
原
巌福

島
の
高
校
生
と
樹
林
観
察

樹木の枝葉から作成したアロマ
ウォーターをお土産にしました
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対面式でオープンキャンパス

ト
全
員
、
約
１
０
０
０
人
の
抗
原
検
査
を
行

っ
た
他
、
適
切
に
人
流
を
制
限
し
た
。

来
場
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
事
前
申
し
込

み
と
し
、
当
日
は
受
け
付
け
で
検
温
と
手
指

消
毒
を
徹
底
し
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
も

提
出
。
来
場
者
を
分
散
す
る
た
め
、
受
付
時

間
を
分
け
、
滞
在
時
間
も
指
定
し
た
。

で
、
２
年
ぶ
り
に
対
面
式
で
開
催
し
た
。

安
全
・
安
心
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

と
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、
来
場
者
と
の
接

触
が
考
え
ら
れ
る
教
職
員
、
学
生
ア
ル
バ
イ

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
が
、

今
年
度
は
東
京
農
大
を
実
際
に
感
じ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上

大
自
然
で
の
学
び
を
体
験

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
７

月

日
、
８
月
１

日
の
３
日
間
開
催
し


全
国
か
ら
約
６
０
０
人
が
来
場
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
密
を
避
け
る
目
的
で
２
コ

ー
ス
を
用
意
し
た
。
既
に
受
験
学
科
を
決
め

て
い
る
参
加
者
を
対
象
と
し
た
「
学
科
探
究

コ
ー
ス
（
各
学
科

組
）
」
で
は
、
学
科
の

学
び
を
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
網
走

寒
冷
地
農
場
で
の
北
海
道
農
作
物
の
観
察
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
臨
海
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
網
走

の
水
産
業
に
つ
い
て
学
び
、
食
品
加
工
技
術

セ
ン
タ
ー
で
は
香
り
や
化
粧
品
を
体
感
、
網

走
湖
畔
で
は
自
然
資
源
を
体
験
し
た
。

「
複
数
学
科
体
験
コ
ー
ス
（

組
）
」
で

は
、
各
学
科
の
教
員
や
学
生
か
ら
学
科
説
明

が
あ
り
、
個
別
進
学
相
談
や
研
究
室
見
学
を

行
っ
た
。
保
護
者
に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
の
学

生
生
活
や
就
職
に
つ
い
て
説
明
し
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
た
。
昼
食

は
北
海
道
ジ

ビ
エ
「
エ
ゾ

シ
カ
肉
」
や

オ
ホ
ー
ツ
ク

の
素
材
を
詰

め
込
ん
だ
、

ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
や
シ
チ

ュ
ー
を
提
供

し
、
北
海
道

の
「
食
」
も

堪
能
し
て
い

た
だ
い
た
。


学
科
で
模
擬
講
義

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
８
月
７
日
、
８

日
に
開
催
。

１
日
の
来
場
者
の
上
限
を
３
６
０
０
人
と

設
定
し
た
。
２
日
間
と
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
状
態
と
な
っ
た
。
東
京
へ
の
移
動
に
対
す

る
不
安
な
ど
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
っ
た

が
、
２
日
間
の
来
場
者
は
合
計
約
６
０
０
０

人
と
、
予
想
を
上
回
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
な
ど
で
来
場
で
き
な
か
っ

た
高
校
生
に
は
８
月
下
旬
に
４
日
間
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
学
科
説
明
会
を
実
施
し
た
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
農
学
部
、
生
物

産
業
学
部
の
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、
合
わ
せ
て

６
学
部

学
科
の
ブ
ー
ス
を
設
置
。
時
間
割

を
決
め
て
学
科
ご
と
の
模
擬
講
義
や
入
学
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
入
試
対
策
講
座
を
実
施
し

た
。総

合
型
選
抜
、
推
薦
型
選
抜
で
は
試
験
時

の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
今
年
度
か
ら
試
験

当
日
の
小
論
文
を
廃
止
し
、
事
前
課
題
と
し

た
。
そ
の
た
め
、
学
科
の
学
び
を
深
く
理
解

し
よ
う
と
、
模
擬
講
義
や
入
試
対
策
講
座
で

も
多
く
の
質

問

が

あ

っ

た
。
新
た
に

始
ま
っ
た
大

学
入
学
共
通

テ
ス
ト
利
用

前
期
２
科
目

選
抜
に
つ
い

て
も
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ

た
。

農
学
部
の
魅
力
を
体
感

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
８
月
７
、
８
日
に

開
催
し
、
約
２
０
０
０
人
が
来
場
し
た
。

「
学
科
別
マ
ナ
ビ
紹
介
」
で
は
、
各
学
科

の
研
究
内
容
や
研
究
対
象
の
展
示
を
行
う
と

と
も
に
、
少
人
数
で
研
究
室
や
温
室
を
見
学

す
る
ツ
ア
ー
も
実
施
し
た
。
学
科
ご
と
に
会

場
の
建
物
を
分
け
、
参
加
者
を
分
散
さ
せ
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
た
こ
と
で
、
教

員
と
学
生
が

来
場
者
一
人

一
人
に
十
分

な
対
応
が
で

き
た
。

４
学
科
で

模
擬
講
義
を

行
い
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
農
学
部

ブ
ー
ス
に
も

中
継
し
、
多

く
の
来
場
者
が
聴
講
し
た
。

ま
た
、
農
学
部
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う)

で｢

ダ

イ
コ
ン
の
収
穫
体
験
」
を
行
っ
た
。
栽
培
に

は
農
学
科
の
研
究
室
の
学
生
が
協
力
し
、
大

き
く
育
っ
た
ダ
イ
コ
ン
を
４
０
０
人
以
上
の

来
場
者
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
い
た
。
収

穫
だ
け
で
な
く
、
品
種
や
栽
培
方
法
、
収
穫

後
の
保
管
方
法
な
ど
、
ダ
イ
コ
ン
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
学
生
が
紹
介
し
た
。

実
際
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
て
、
農
学
部
の

学
び
に
触
れ
、
魅
力
を
十
分
に
伝
え
ら
れ
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ
ン
パ
ス

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
実
施

農大サイエンスポートを見学する参加者

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
安
全

・
安
心
な
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催

参
加
者
に
研
究
内
容
を
説
明
す

る
学
生
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
選
手

た
ち
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
実
力

を
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
特
に

男
子
組
手

㌔
超
級
で
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
荒
賀
龍
太
郎
選
手

が
、
予
選
で
自
ら
の
階
級
の
ラ
ン

キ
ン
グ
１
位
の
選
手
を
撃
破
し
た

戦
い
で
見
せ
た
技
は
、
無
心
で
繰

り
出
さ
れ
た
、
武
道
の
神
髄
の
よ

う
な
技
で
し
た
。
メ
ダ
ル
を
獲
得

で
き
な
か
っ
た
選
手
も
、
錬
磨
の

成
果
、
輝
き
の
瞬
間
、
素
晴
ら
し

い
心
と
技
を
見
せ
て
く
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
私
が
空
手
を
始
め
た

の
は
父
の
影
響
で
す
。
父
が
自
宅

の
隣
に
道
場
を
構
え
、
私
は
中
２

の
春
か
ら
空
手
を
始
め
ま
し
た
。

当
時
は
野
球
少
年
で
し
た
が
同
時

に
格
闘
技
が
大
好
き
プ
ロ
レ
ス


キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
な
ど

に
夢
中
に
な

っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た

め
、
す
ん
な

り
空
手
に
取

り
組
み
ま
し

た
。空

手
を
本

格
的
に
学
ん

だ
の
は
大
学

に
入
っ
て
か

ら
で
す
。
空

手
に
明
け
暮

れ
た
学
生
生

活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

わ
が
農
大
空
手
部
は
、
１
年
生
の

時
に
関
東
大
学
選
手
権
で
初
優

勝
２
年
時
に
は
全
日
本
準
優
勝


４
年
時
に
は
東
日
本
で
優
勝
し
、

一
時
代
を
築
き
ま
し
た
。
大
会
後

は
同
期
の
仲
間
と
共
に
美
酒
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。
生
ビ
ー
ル
が
水

の
よ
う
に
体
に
入
っ
て
い
き
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
１
、
２
年
の
時
に

は
空
手
ば
か
り
で
、
学
業
の
方
で

は
単
位
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

３
年
に
寮
に
入
っ
て
か
ら
、
１
、

２
年
の
授
業
に
も
出
て
頑
張
っ
て

追
い
付
き
ま
し
た
。
林
学
科
で
す

か
ら
奥
多
摩
や
千
葉
へ
実
習
に
行

っ
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。
自
然

が
大
好
き
で
、
食
事
が
お
い
し
か

っ
た
こ
と
も
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
は
新
潟
市
へ
地

方
公
務
員
と
し
て
就
職
し
、
教
育

委
員
会
所
属
で
体
育
館
勤
務
。
仕

事
と
道
場
で
の
子
ど
も
ら
の
指

導
、
自
分
の
練
習
と
忙
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
選
手
と
し

て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
招
集
さ

れ
、

歳
で
引
退
す
る
ま

で
に
世
界
選
手
権
大
会
で

は
２
度
優
勝
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

引
退
後
、
新
潟
県
か
ら

２
０
０
９
年
の
新
潟
国
体

を
目
指
し
て
コ
ー
チ
に
な

る
よ
う
に
要
請
さ
れ
た
の

が
指
導
の
道
に
入
る
き
っ

か
け
で
し
た
。

年
ぐ
ら

い
掛
け
て
選
手
を
育
成
し

「
地
元
の
選
手
だ
け
で
優

勝
」
と
い
う
目
標
を
達
成

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
、


年
に
は
日
本
代
表
監
督
を
務
め
ま

し
た
。

年
に
念
願
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
正
式
種
目
に
空
手
が
決

定
し

年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

空
手
男
子
組
手
の
監
督
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が

広
が
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
１
年

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
１
年

は
本
当
に
長
か
っ
た
。
練
習
を
し

よ
う
に
も
合
宿
も
で
き
ず
、
海
外

遠
征
も
で
き
ま
せ
ん
。
海
外
の
選

手
を
呼
ん
だ
強
化
試
合
も
だ
め
で

す
。
選
手
を
感
染
さ
せ
な
い
た
め

の
管
理
も
必
要
で
し
た
。
そ
れ
で

も
選
手
の
居
住
す
る
地
域
を
拠
点

と
し
て
の
強
化
を
重
点
的
に
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
。
選
手
と
コ
ー

チ
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
体
と
な
っ
た

強
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
め
、

当
日
は
万
全
の
状
態
で
選
手
を
武

道
館
の
コ
ー
ト
に
送
り
出
せ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。


年
の
パ
リ
で
は
、
空
手
は
種

目
か
ら
外
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ま
た
い
つ
の
日
か
復
活
す
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
今
大
会
の
経

験
を
次
代
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
空
手
男
子
組
手
の
選
手
を
支
え

㌔
超
級
で
銅
メ
ダ
ル
に
押
し
上
げ
た
の
は


当
時
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
専
任
コ
ー
チ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
空
手
道
男
子
組
手
監
督
の
林
晃
氏
。
林

氏
は
、
選
手
時
代
は
農
友
会
空
手
部
の
全
盛
期
を
支
え
、
卒
業
し
て
か
ら
も
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と

し
て
知
ら
れ
た
。
引
退
後
は
、
指
導
者
と
し
て
幾
多
の
名
選
手
を
育
て
上
げ
て
き
た
。
林
氏
に
空
手
道
を
極

め
よ
う
と
歩
ん
で
き
た
道
を
振
り
返
り
、
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

40

元
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

日
本
空
手
道
／
男
子
組
手
監
督

林
晃
氏

(

昭
和

年
林
学
科
卒
業)

林晃氏の選手時代の主な戦績

1979年

1980年

1981年

1982年

1986年

1987年

1988年

1989年

1990年

1991年

1992年

関東大学選手権大会団体優勝

全日本大学選手権大会団体３位

全日本大学選手権大会団体準優勝

滋賀国体空手道競技中量級３位

東日本大学選手権大会団体優勝

島根国体空手道競技中量級優勝

世界選手権大会男子組手70㌔級準優勝

アジア太平洋選手権大会70㌔級優勝

世界選手権大会男子組手75㌔級優勝

世界選手権大会男子組手無差別級(一本)３位

全日本選手権大会男子組手準優勝

全日本選手権大会男子組手準優勝

全日本選手権大会男子組手準優勝

全日本選手権大会男子組手準優勝

世界選手権大会男子組手無差別級(一本)優勝

全日本選手権大会男子組手準優勝

東
京
五
輪
の
空
手
け
ん
引

日
本
の
空
手
を
世
界
に
羽
ば
た
か
せ
る
林
氏
（
日
本
空
手
道
会

館
で
）

荒
賀
選
手
㊨
が
獲
得
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ

ダ
ル
を
首
に
掛
け
る
林
監
督
（
当
時
）

◇美しい日本の原風

景、里山には人の手が

入り、活用されてきた

多様な自然がある。持

続可能な環境を再生す

るヒントが里山の生態

系に詰まっているから

だ。

◇在来家畜の源流を探

る目的で、鹿児島県ト

カラ列島からアジア

カ国の家畜の形態・遺

伝的特徴や飼育に関わ

る生活文化、家畜を通

して人々の暮らしにも

触れた記録である。写

真は900枚を超す。

◇森林科学用語辞典

の第四版・最新版。内

容収録項目は1万項目

を超える。幅広い知識

を身に付けるために座

右の一冊にされたい。

◇2009年にシュプリン
ガー社から上梓された
ダニエルＭ アロンギ
著「 
  
」の翻訳書である。
今井・古川・中嶋・檜
谷の共訳。◇森林の生
理や代謝についてまと
めたもので、その対象
は個葉から生態系全体
に及ぶ。

◇科学技術文明といわ

れる現代人類文明の行

方、科学技術と社会の

関係、科学技術に関す

るコミュニケーション

に関心のある人たちの

ための入門書。テキス

ト。◇２人の著者は前

読売新聞科学部長

◇「何か、寿司ねたに

なる野菜・漬物はない

かね？」との声がたく

さん寄せられた。その

声を聞き野菜の魅力を

届けたいと、レシピを

磨いていくうちにこの

ような本ができた。◇

家庭の主婦にも読んで

ほしい内容が含まれて

いる。

安田 修康･川澄 健 共著
寿食品㈱営業部 監修
定価:1980円(税込)
Ａ４判･並製･カラー

ダニエル Ｍ アロンギ 著
今井 伸夫･古川 恵太
中嶋 亮太･檜谷 昂 共訳
定価:2750円(税込)
Ａ５判･並製

マングローブ林の
生態系生態学野菜の寿司ねた

アジアの在来家畜
―写真からみえる半世紀の記録

在来家畜研究会 編
定価:5500円(税込)
Ａ４判･上製･カラー

科学技術
メディア社会

科学ジャーナリズム･コミュニケーション入門

北村 行孝･柴田 文隆 著
定価:2860円(税込)
Ａ５判･並製

中村 幸人 著
定価:1760円(税込)
Ａ５判･並製･口絵カラー

関岡 春生 監修
定価:4400円(税込)
四六判･塩ビ･800頁

第四版

森林総合科学用語辞典

植生から見る里山
～その保全と再生のために～
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司
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行
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熊
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介
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井
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人
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大
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澄
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大
分
】

羽
野
皇

五
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太
郎
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金
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田
和
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治
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縄
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原
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比
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昌
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喜
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徹

座
間
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彪
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郎
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本
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谷
直
樹

米
山
幹
雄

青
木
大
介

牧
田
政
人

田
中
雅
巳

塩
谷
俊

樹

木
山
孝
文

山
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司

【
島
根
】

安
部
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一

高
尾
倫
弘

吉
田
康

雄

今
岡
一
朗

【
岡
山
】

広
瀬
敬
彦

浮
田
尚
孝

赤
澤
光

彦

石
井
秀
生

国
富
孝

小
見

山
昌
夫

金
行
孝
雄

野
島
泰
來

玉
木
正
夫

真
鍋
現
次
郎

【
広
島
】

大
段
隆

加
田
直
久

胡
本
進

勝
山
修

居
升
邦
彦

川
中
敬
三

高
橋
敬
明

畝
茂

森
正
耕
太
郎

野
村
英
雄

伊
藤
勝
也

▽
広
島
分
会
有
志

長
原
毅

居

升
邦
彦

黒
田
幸
喜

谷
口
廸
生

高
橋
敬
明

福
島
正
博

▽
万
田
発
酵
農
大
会

松
浦
新
吾

郎

小
林
英
夫

富
田
健
介

矢

葺
弘
子

樋
口
和
彦

岩
井
萌

古
川
絢
惠

倉
澤
賢
司

椎
名
康

平

松
田
健
太
朗

韓
美
娜

髙

本
美
香

【
山
口
】

廣
兼
淳
司

木
下
辰
己

山
本
義

文

村
林
和
義

冨
永
雄
一
郎

安
達
哲
司

【
徳
島
】

西
尾
誉
祥

久
保
素
弘

野
田
や

よ
い

土
肥
謙
一

板
東
弘
和

【
滋
賀
】

田
中
豊

【
京
都
】

中
野
宏

加
藤
颯
人

藤
永
実

加
藤
凡
子

河
原
英
昌

中
谷
章

山
本
弥
素
典

平
野
正
樹

曽
根

将
郎

宮
城
敬

鈴
木
博

和
田

良
次

宮
入
勲

松
山
正
治

大

月
博

【
大
阪
】

金
田
真
司

山
口
裕
基

髙
木
麻

易
子

【
兵
庫
】

沖
塩
昌
太

大
石
貴
洋

植
村
裕

哉

鈴
木
雅
仁

萬
代
正
信

平

野
修
之

秦
紳
一
郎

佐
藤
明
正

河
合
優
展

森
本
豊
秋

木
村
祥

三

浮
田
悟

釜
谷
豪

外
嵜
一

重

中
野
勝
彦

三
浦
晴
男

笹

倉
恭
一

大
内
功
男

寺
田
二
三

彦

岩
本
眞
一

森
紘
一

山
田

正
壽

青
山
静
文

岡
本
鷹
司

田
中
敬
士

佐
藤
直
樹

仙
波
謙

吾

永
井
裕
三

藤
田
優

建
入

倫
子

建
入
賢
太
郎

藤
田
洋

石
見
良
勝

【
奈
良
】

野
崎
浩
二

宮
下
公
一

奥
中
孝

俊

倉
窪
努

【
鳥
取
】

手
嶋
洋
暁

神
田
源

森
田
尚
子

野
口
理

尾
崎
史
明

仲
田
正
人

▽
支
部
総
会

中
尾
享

前
田
幸

岩
出
久
夫

渡
辺
三
雄

曽
我
達

朗

関
崎
政
一

瀧
澤
彰

宮
崎

長

梶
井
重
一

渋
谷
武
史

羽

生
雅
克

長
千
賀
子

谷
口
豊

竹
林
昭
代

白
井
法
夫

加
藤
昭

夫

今
井
正
樹

【
富
山
】

島
田
優
平

萬
谷
健
郎

高
橋
清

治

山
本
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子

富
山
市
役
所

常
盤
会
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岡
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岡
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澤
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古
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博
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省
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郎
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】
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哲
夫

森
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二

伊
藤
正
広
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尾
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明

大
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賀
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次
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一
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介

佐
々
木
正

和

大
宮
基
洋

伊
藤
知
昭

中

川
照
水

岡
本
俊
光

青
木
俊
文

朝
尾
高
明

【
長
野
】

青
木
孝
憲

稲
村
忠

飯
島
源
一

平
沢
一

田
村
重
俊

小
池
順
造

伊
澤
宏
爾

吉
澤
顯

前
田
善
男

関
純
之
介

大
下
定
彦

北
村
政

夫

望
月
隆

鈴
木
理
敏

川
上

浩
也

笹
沢
一
晃

小
林
芳
文

上
野
猛
仁

臼
井
博
美

中
曽
根

魁

徳
武
康
尊

小
柳
邦
義

【
新
潟
】

永
井
紘
一

木
村
喜
芳

高
橋
勇

四
郎

土
田
正
次

高
野
俊

市

橋
英
雄

田
中
稔

若
林
孝
吉

五
十
嵐
弘
行

阿
部
勝
信

吉
村

正

原
正
博

後
藤
雄
行

高
井

覺
一

大
矢
一
茂

木
村
道
雄

小
林
一
道

大
原
富
栄

齋
木
修

田
川
博

高
橋
義
之

黒
田
好
二

岡
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三
友

上
原
由
美

上
原
伸

吾

星
野
欣
司

半
田
一

戸
田

【
北
海
道
】

間
山
瑞
之

阿
部
昭
彦

吉
田
勉

幸

宮
田
純
一

堀
内
伸
一

柳

谷
卓
彦

中
村
五
男

奥
田
豊

【
青
森
】

古
川
滋

原
大
成

田
中
信
一

佐
藤
彩
子

横
濱
道
成

福
士
敬

博

境
谷
一
智

【
岩
手
】

勝
部
昌
平

中
河
正
克

浦
田
輝

夫

内
記
和
彦

花
舘
宏
範

駒

井
元

長
山
一
夫

伊
藤
松
男

【
宮
城
】

芳
賀
昊

白
鳥
兼
弘

窪
田
庫
三

伊
藤
裕
之

菅
原
徹

佐
藤
邦
好

高
橋
弘

会
田
保
良

【
秋
田
】

北
林
孝

小
館
貞
夫

佐
々
木
清

勝

柳
原
守

柳
原
須
美
子

【
山
形
】

小
南
善
継

今
井
俊
治

鈴
木
俊

皆さまのご協力に感謝
陸上競技部強化を支援するために校友会が

母校・農大と一体になって始めた「箱根駅伝

への道ｏｎｅコイン募金」は今年で４年目と

なります。コロナ禍で大変な状況の中、ご協

力いただきました全国の校友、農大ファミリ

ーの皆さまに厚くお礼申し上げます。

今年度も通常総会を対面で開催することが

できなかったため、第６回理事会（６月４日

開催）の席上、陸上競技部にｏｎｅコイン募

金を寄贈しました。第６期分２００万円を男

子長距離ブロックの強化対策費として、陸上

競技部の坂田洋一部長に手渡しました。

小指徹監督は「人の新入生が加わった。

今年も強豪校の主力選手が入っており、徐々

に選手層が厚くなっている。月の予選会で

は何としても突破し、回目の出場を決めた

い」と本戦出場への決意を表明しました。

＜これまでに寄せられた募金＞

（令和３年９月末現在）

◆件数 5972件 ◆金額 15245166円

箱
根
駅
伝
へ
の
道
ｏ
ｎ
ｅ
コ
イ
ン
募
金

※
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
９
月
ま
で
に

校
友
会
本
部
に
お
届
け
い
た
だ
い
た
方
々
で

す
。
以
降
も
協
力
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
毎

号
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

協
力
者
ご
芳
名
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入
れ
た
国
、
メ
キ
シ
コ
で
活

動
し
て
い
る
農
大
卒
業
生
と

し
て
、
日
墨
両
国
に
多
少
な

り
と
も
お
役
に
立
て
た
こ
と

を
誠
に
う
れ
し
く
思
う
」
と

述
べ
た
。

【
メ
キ
シ
コ
支
部
・
鈴
木
孝

支
部
長
】

う
な
中
、
日
系
人
会
の
メ
ン

バ
ー
は
日
本
の
入
江
先
生
と

連
絡
を
取
り
続
け
、
約
１
年

間
、
日
本
庭
園
の
管
理
を
続

け
、
寄
贈
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

鈴
木
支
部
長
は
「
榎
本
移

民
を
中
南
米
で
最
初
に
受
け

庭
を
依
頼
。
入
江
先
生
は
翌

年
３
月
、
農
大
卒
業
生
で
㈲

グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
瀧
川
雄
太
氏
（
平


造
）
と
共
に
来
墨
し
、
日
墨

協
会
ス
タ
ッ
フ
、
現
地
日
系

人
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ら
と
調
査
・
設
計
・
施
工

を
行
い
、
完
成
ま
で
わ
ず
か


日
間
で
作
庭
を
終
え
た
。

日
墨
協
会
や
日
系
人
会
有

志
か
ら
は
桜
の
木
の
寄
贈
も

あ
り
、
入
江
先
生
の
指
導
で

植
え
付
け
も
行
っ
た
。
施
工

期
間
中
、
髙
瀬
寧
・
在
メ
キ

シ
コ
合
衆
国
日
本
国
特
命
全

権
大
使
が
そ
の
現
場
に
激
励

に
来
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
日
系
人
大
会
な
ど
全
て

の
行
事
が
中
止
に
。
そ
の
よ

な
か
っ
た
。

２
０
１
９
年
夏
、
東
京
農

大
か
ら
短
期
留
学
生
の
引
率

教
員
と
し
て
来
墨
さ
れ
て
い

た
入
江
彰
昭
先
生
（
地
域
創

成
科
学
科
）
に
、
日
墨
協
会

の
中
村
剛
会
長(

当
時)

と
土

屋
副
会
長
が
日
本
庭
園
の
作

県
出
身
者
を
中
心
に
始
ま

り
、
今
年
は
１
０
０
周
年
に

あ
た
る
。

３
年
前
か
ら
日
本
庭
園
を

寄
贈
し
よ
う
と
の
機
運
が
高

ま
っ
た
も
の
の
、
メ
キ
シ
コ

で
は
本
格
的
な
日
本
庭
園
を

作
庭
す
る
業
者
が
見
つ
か
ら

本
企
業
は
現
在
、

社
。
こ

の
州
の
日
本
人
移
民
は
長
野

シ
オ
市
長
、
板
垣
克
巳
・
在

レ
オ
ン
日
本
国
総
領
事
、
日

墨
協
会
の
早
瀬
英
夫
会
長
、

同
土
屋
一
平
副
会
長
（
メ
キ

シ
コ
支
部
幹
事
長
・
平
３

拓
）
、
校
友
会
メ
キ
シ
コ
支

部
の
鈴
木
孝
支
部
長
（
昭


拓
）
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ア

キ
オ
・
ウ
エ
ダ
日
系
人
会
会

長
ら
が
出
席
し
た
。

同
州
は
メ
キ
シ
コ
の
中
央

高
原
に
あ
り
人
口
２
８
０
万

人
。
近
年
で
は
欧
米
諸
国
の

企
業
が
進
出
し
て
い
る
。
日

日
墨
協
会
は
７
月

日
、

サ
ン
ル
イ
ス
ポ
ト
シ
州
タ
ン

ガ
マ
ン
ガ
公
園
内
に
作
庭
し

た
日
本
庭
園
を
同
州
に
寄
贈

し
た
。
隔
年
ご
と
に
各
州
持

ち
回
り
で
行
う
日
系
人
大
会

を
記
念
し
て
の
寄
贈
で
、
寄

贈
式
に
は
同
州
の
フ
ァ
ン
・

マ
ヌ
エ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
・
ロ

ペ
ス
知
事
、
サ
ン
ル
イ
ス
ポ

ト
シ
市
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ハ
ビ
エ
ル
・
ナ
バ
・
パ
ラ
ー

【
山
梨
県
支
部
・
塩
崎
欽
哉

幹
事
長
】

味
洋
子
（
平

応
醸
）
▽
会

計
＝
長
坂
美
穂(

令
２
応
生)

の
会
員
５
人
の
計
７
人
が
出

席
し
、
女
性
部
の
会
則
と
役

員
、
今
後
の
事
業
展
開
や
会

員
へ
の
周
知
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。
会
則
と
役
員

人
事
を
決
め
た
。

女
性
部
は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
状
況
を
見
な
が
ら
、


月
以
降
に
会
員
の
親
睦
を

図
る
た
め
の
行
事
を
開
催
す

る
予
定
で
、
「
女
性
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
改
め
て
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
。
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
・

開
催
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
。

山
梨
県
支
部
の
女
性
部
役

員
は
次
の
通
り
。

部
長
＝
齊
藤
洋
子
（
昭


短
栄
）
▽
副
部
長
＝
中
澤
智

子
（
昭

栄
管
）
▽
幹
事
＝

五
味
敬
子
（
平

応
生)

五

け
た
２
回
目
の
会
議
を
行

い
、
同
日
、
女
性
部
が
設
立

さ
れ
た
。

海
野
支
部
長
、
塩
崎
欽
哉

幹
事
長
と
女
性
部
役
員
候
補

山
梨
県
支
部
（
海
野
一
幸

支
部
長
）
は
７
月

日
、
甲

府
市
内
で
女
性
部
設
立
に
向

を
中
心
に
毎
日
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
ど
ん
な
ガ
ー
デ
ン

に
し
よ
う
か
話
し
合
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
意
見
が
飛
び
交

い
、
何
か
を
生
み
出
そ
う
と

す
る
発
想
力
行
動
力
な
ど


そ
こ
は
さ
す
が
の
農
大
生
。

み
ん
な
の
思
い
が
た
く
さ
ん

詰
ま
っ
た
、
す
て
き
な
ガ
ー

デ
ン
と
な
り
、
コ
ン
テ
ス
ト

の
結
果
は
、
参
加

チ
ー
ム

中
、
入
賞

作
品
に
選
ば
れ

た
。《

参
加
者
》
宮
本
淑
子
、

岩
熊
志
保
（
平

短
緑
）
、

松
田
恵
美
（
平
９
林
）
、
松

田
宣
子
（
平

畜
）
、
牛
尾

純
子
《
協
力
》
宮
崎
造
園

㈱
、
㈱
福
岡
植
木
、
甲
斐
千

登
志
（
昭

栄
管
）

【
福
岡
県
支
部
女
性
部
会
・

牛
尾
純
子
部
会
長
】

「
～
太
陽
の
恵
み
を
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
リ
サ
イ
ク
ル
『
み

ん
な
つ
な
が
れ
！
ポ
タ
ジ
ェ

ガ
ー
デ
ン
‼
』
～
」
。
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
バ
ッ
チ
を
モ
チ
ー
フ

に
、
花
や
野
菜
の
輪
で
メ
イ

ン
ツ
リ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
レ
モ

ン
の
木
、
イ
ン
セ
ク
ト
ホ
テ

ル
牛
乳
パ
ッ
ク

コ
ン
ポ
ス
タ
ー

を
取
り
囲
み
、

周
辺
は
ソ
ー
ラ

ー
ラ
イ
ト
や
ア

ル
ミ
缶
を
利
用

し
た
ガ
ー
デ
ン

ピ
ッ
ク
で
飾
っ

た
。コ

ロ
ナ
禍
の

た
め
製
作
ま
で

の
約
２
カ
月

間
、
宮
本
淑
子

さ
ん(

平
５
造)

ー
マ
は
「
と
り
も
ど
せ
元
気

！
」
で
、
大
根
女
子
部
が
出

展
し
た
作
品
タ
イ
ト
ル
は

福
岡
県
支
部
女
性
部
会

（
牛
尾
純
子
部
会
長
、
平
９

栄
管
）
は
、
福
岡
ペ
イ
ペ
イ

ド
ー
ム
で
開
か
れ
た
「
ホ
ー

ク
ス
み
ん
な
の
ガ
ー
デ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
１
」
（
主
催
＝

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク

ス
）
に
「
大
根
女
子
部
」
東

京
農
業
大
学
校
友
会
福
岡
県

支
部
女
性
部
会
と
し
て
参
加

し
、
入
賞
を
果
た
し
た
。
展

示
期
間
は
７
月
４
日
か
ら
約

半
年
間
。

今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ

友
７
人
、
兵
庫
県
出
身
の
在

学
生
の
保
護
者
２
人
が
参
加

し
た
。
保
護
者
と
保
護
者
を

通
じ
た
在
学
生
へ
の
呼
び
掛

け
は
今
回
が
初
め
て
。

石
原
支
部
長
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
役
員
会
や
女
性

部
会
、
県
人
会
な
ど
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
工
夫
し
な
が
ら
行

っ
て
い
る
こ
と
や
、
令
和
４

年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
兵
庫

県
開
催
、
５
年
度
の
支
部
創

立

周
年
に
向
け
て
の
準
備

状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

江
口
学
長
か
ら
は
、
全
国

の
校
友
会
支
部
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
緊
急
食
料
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
後
、
将
来

に
向
け
た
大
学
の
取

り
組
み
や
広
報
活
動

な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。フ

リ
ー
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
、
在
学
生

の
保
護
者
も
交
え
近

況
報
告
な
ど
が
和
や

か
に
行
わ
れ
た
。

【
兵
庫
県
支
部
・
椿

野
健
次
幹
事
長
】

テ
ィ
ン
グ
」
を
９
月

日
、

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。来

賓
と
し
て
東
京
農
業
大

学
の
江
口
文
陽
学
長
、
造
園

科
学
科
の
粟
野
隆
教
授
（
兵

庫
県
出
身
）
ら
を
迎
え
、
校

オ

ン

ラ

イ

ン

で

支
部
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

兵
庫
県
支
部
（
石
原
憲
一

郎
支
部
長
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
２
年
連
続
で
支
部
総

会
が
書
面
決
議
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
校
友
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
補

完
し
よ
う
と
、
「
支
部
ミ
ー

ど
に
寄
与
す
る
同
連
盟
の
目

的
に
沿
っ
て
、
長
年
に
わ
た

り
貢
献
さ
れ
、
特
に
そ
の
功

績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
た
者

を
称
え
、
授
与
さ
れ
る
。

高
橋
氏
は
平
成

年
度
に

も
日
本
農
業
農
村
工
学
会
功

労
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今

回
の
受
賞
に
「
た
だ
た
だ
、

東
京
農
業
大
学
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す｣

と
語
っ
た


高
橋
敬
明
氏

に

晴
れ
の
大
賞

農
村
振
興
技
術
連
盟

７
月
６
日
、
広
島
県
支
部

・
高
橋
敬
明
氏
（
昭

工
）

の
令
和
３
年
度
全
国
農
村
振

興
技
術
連
盟
大
賞
受
賞
が
決

ま
っ
た
。

同
賞
は
、
農
村
の
振
興
な

寄贈式に出席した鈴木支部長（左端）、サンル
イスポトシ州知事（左から３人目）、早瀬日墨
協会会長（右後ろ）、土屋幹事長（右前）

サンルイスポトシ州に寄贈された日本庭園

メ
キ
シ
コ
支
部

福
岡
県
支
部

兵
庫
県
支
部

広
島
県
支
部

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

｢

大
根
女
子
部｣

が
入
賞

山
梨
県
支
部

設立した山梨県支部女性部の役員の皆さん

日墨協会

日
本
庭
園
を
贈
る

両
国
校
友
と
農
大
教
員
が
協
力

女性部が誕生
親睦深める行事計画

オンラインで開かれた支部ミーティング

コンテストに参加した女性部会の皆さんと作品
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回
は
突
破
を
狙
う
」
と
力
強

く
決
意
を
語
っ
た
。

上
位

校
が
本
選
に
出
場
す

る
。東

京
農
大
チ
ー
ム
は

時

間

分

秒
。
個
人
順
位
で

は

位
（
日
本
人
６
位
）
の

高
槻
芳
照
（
経
２
）
、

位

の
並
木
寧
音
（
開
２
）
ら
が

活
躍
し
た
。

小
指
徹
監
督
は
「
今
年
は

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
が
、

１
２
年
生
が
結
果
を
残
し


次
回
に
つ
な
が
る
走
り
を
し

た
。
来
春
、
有
望
な
新
人
が

加
入
し
、
戦
力
は
整
う
。
次

止
の
た
め
、
駐
屯
地
内
を
周

回
す
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

行
わ
れ
た
。
各
校
上
位

人

の
合
計
タ
イ
ム
で
競
わ
れ
、

第

回
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
予
選
会
（

月


日
、
東
京
都
立
川
市
・
陸

上
自
衛
隊
立
川
駐
屯
地
内
）

東
京
農
大
チ
ー
ム
は


位
。
来
年
１
月
の
本
選
へ
の

出
場
は
惜
し
く
も
逃
し
た
。

今
年
も

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防

４
２
６
人
中
、
ベ
ス
ト

と

な
り
、
第

回
全
日
本
選
手

権
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
。

全
日
本
９
位
入
賞

第

回
全
日
本
学
生
剣
道
優

勝
大
会
（

月

日
、
エ
デ

ィ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
大
阪
）

全
国
３
８
９
大
学
の
中
か

ら
地
区
大
会
代
表

大
学
が

参
加
し
て
行
わ
れ
、
東
京
農

大
は

年
連
続
で
出
場
し

た
。
１
回
戦
、
２
回
戦
と
勝

ち
進
ん
だ
が
、
３
回
戦
で
関

西
大
学
に
大
将
戦
の
末
、
惜

し
く
も
敗
れ
、
９
位
入
賞
＝

写
真
左
。

第

回
関
東
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
（
５
月

日
、
東
京

武
道
館
）

江
口
慶
（
経
２
）
が
参
加

定
予
選
と
順
位
決
定
戦
で
早

稲
田
大
と
駿
河
台
大
に
勝
ち

５
位
。

高
円
宮
牌
２
０
２
１
ホ
ッ
ケ

ー
日
本
リ
ー
グ
（
６
月
５
日

～

月

日
）

Ｈ
２
の
東
京
農
大
は

月


日
現
在
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ス

テ
ー
ジ
３
勝
９
敗
で
７
位
。

４
日
～
６
月

日
）

１
部
リ
ー
グ
は
８
チ
ー
ム

で
競
う
。
予
選
プ
ー
ル
で
は

４
位
と
な
っ
た
が
、
順
位
決

２
０
２
１
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
春
季
１
部
リ
ー
グ
（
４
月

第

回
全
日
本
大
学
女
子
駅

伝
対
校
選
手
権
大
会
関
東
学

生
陸
上
競
技
連
盟
推
薦
校
選

考
会
（
９
月

日
、
神
奈
川

県
・
相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
）

上
位
４
校
が
推
薦
対
象
と

な
っ
て
い
た
が
、
東
京
農
大

チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
７
位
。

全
日
本
選
手
権
（
杜
の
都
駅

伝
）
へ
の
出
場
は
か
な
わ
な

か
っ
た
。

明
治
神
宮
野
球
大
会
（

月


～

日
）
の
出
場
権
を
か

け
た
北
海
道
代
表
決
定
戦
で

は
、
札
幌
学
生
野
球
連
盟
の

優
勝
チ
ー
ム
、
東
海
大
札
幌

と
対
戦
。
２
勝
１
敗
で
勝
利

し
、
７
年
ぶ
り
３
回
目
の
出

場
を
勝
ち
取
っ
た
＝
写
真

上
。

第

回
北
海
道
地
区
代
表
決

定
戦
（

月

～

日
、
札

幌
丸
山
球
場
）

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式

野
球
部
は
北
海
道
学
生
野
球

秋
季
リ
ー
グ
で
２
季
連
続
、


回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、

優
勝
の
学
習
院
大
と
の
入
れ

替
え
戦
を
行
っ
た
が
１
勝
１

敗
で
並
ん
だ
た
め
、
３
チ
ー

ム
に
よ
る
入
れ
替
え
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。
農
大
は
大

正
大
を

安
打
の
猛
攻
で
下

し
、
７
月
８
日
の
決
勝
で
学

習
院
大
に
勝
利
、
２
部
残
留

を
決
め
た
。

２
部
残
留
を
死
守

令
和
３
年
度
東
都
大
学
春
季

２
部
リ
ー
グ
（
４
月

日
～

５
月

日
）

３
勝
５
敗
２
分
で
５
位
。

２
部
６
位
の
大
正
大
、
３
部

点
を
奪
わ
れ
る
も
、
そ
の
裏

に
守
屋
俊
介
外
野
手
（
自
然

４)

の
適
時
打
で
追
い
つ
き


古
間
木
が
サ
ヨ
ナ
ラ
中
前
打

を
放
ち
、
接
戦
を
７
―
６
で

も
の
に
し
た
。

古
間
木
は
創
部
初
の
４
強

入
り
し
た
一
昨
年
の
前
回
大

会
も
延
長

回
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
で
決
勝
打
。
２
大
会
連
続

で
初
戦
突
破
の
立
役
者
と
な

っ
た
。


日
の
準
々
決
勝
は
上
武

大
と
対
戦
。
守
屋
（
秀
）
の

適
時
打
や
古
間
木
の
ソ
ロ
本

塁
打
で
３
点
を
奪
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
３
―

で
敗
退

し
た
。

手
（
自
然
４
）

の
適
時
打
で
１

点
を
返
し
、
４

回
に
守
屋
秀
明

外
野
手
（
自
然

４
）
が
１
号
ソ

ロ
本
塁
打
、
６

回
に
は
天
理
大

の
暴
投
や
金
子

隼
人
内
野
手

（
自
然
２
）
の

適
時
打
で
逆

転
。
９
回
に
追

い
つ
か
れ
、
タ
イ
ブ
レ
ー
ク

に
突
入
。
延
長

回
表
に
１

初
回
に
い
き
な
り
４
失
点

も
そ
の
裏
に
古
間
木
大
登
捕

第

回
全
日
本
大
学
野
球
選

手
権
大
会
（
令
和
３
年
６
月

７
～

日
、
明
治
神
宮
球
場

・
東
京
ド
ー
ム
）

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式

野
球
部
は
６
月
８
日
の
２
回

戦
か
ら
出
場
、
延
長

回
タ

イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
天
理
大

に
勝
利
し
８
強
に
進
出
し

た
。

予
選
プ
ー
ル
を
３
戦
２
勝

１
敗
で
２
位
通
過
。
準
決
勝

で
山
梨
学
院
大
に
負
け
た

が
、
３
位
決
定
戦
で
慶
應
大

に
勝
利
こ
の
結
果
に
よ
り


第

回
全
日
本
大
学
ホ
ッ
ケ

ー
王
座
決
定
戦
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。

東
京
農
大
か
ら
次
の
３
人

が
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
に
選
出

さ
れ
た
。

村
上
冴
来(

Ｍ
Ｆ
食
農
４)



佐
野
里
名
（
Ｆ
Ｗ
、
開
２)


芦
澤
紗
耶(

Ｆ
Ｂ
食
農
１)


第

回
全
日
本
大
学
ホ
ッ
ケ

ー
王
座
決
定
戦
・
東
西
交
流

戦
（
７
月
８
～

日
）

１
回
戦
は
福
井
工
大
と
戦

い
、
佐
野
選
手
ら
が
４
得
点

を
あ
げ
勝
利
。
準
々
決
勝
で

は
東
海
学
院
大
に
惜
し
く
も

敗
れ
ベ
ス
ト
８
。

全
日
本
王
座

決
定
戦
に
出
場

２
０
２
１
関
東
学
生
ホ
ッ
ケ

ー
春
季
１
部
リ
ー
グ
（
４
月

４
日
～
５
月

日
）

小
川
翼
（
工
３
）
が
日
本

代
表
と
し
て

㌔
級
に
出

場
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た


準
決
勝
で
は
世
界
の
強
豪

国
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

代
表
選
手
の
ラ
フ
な
攻
撃
に

対
し
、
得
意
の
ロ
ン
グ
攻
撃

を
展
開
し
、
最
後
ま
で
集
中

力
を
切
ら
す
こ
と
な
く
気
迫

の
判
定
勝
利
。

決
勝
戦
は
地
元
ロ
シ
ア
代

表
選
手
と
ア
ウ
ェ
ー
の
雰
囲

気
の
中
で
対
戦
。
経
験
豊
か

で
技
巧
派
の
相
手
に
惜
し
く

も
判
定
負
け
。

小
川
に
と
っ
て

は
初
め
て
の
国

際
試
合
だ
っ
た

が
、
日
本
代
表

と
し
て
堂
々
と

戦
っ
た
。

４
で
破
り
、
準
決
勝
も
日
本

大
と
対
戦
し
５
対
４
で
勝

利
。
決
勝
で
は
東
洋
大
を
破

っ
た
駒
沢
大
と
対
戦
し
、
１

対
８
で
敗
れ
た
。

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
コ
ロ
ト

コ
フ
国
際
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
５
月

日
～


日
、
ロ
シ
ア
連
邦
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
市
）

第

回
関
東
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
リ
ー
グ
戦
・
１
部
リ
ー
グ

（
６
月

日
～
７
月

日
、

後
楽
園
ホ
ー
ル
）

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

完
全
中
止
と
な
っ
た
。
通
常

は
リ
ー
グ
戦
方
式
で
行
わ
れ

る
が
、
今
年
は
例
年
通
り
の

開
催
日
数
を
設
け
ら
れ
な
い

た
め
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

に
よ
り
行
わ
れ
た
。

１
回
戦
は
中
央
大
を
５
対

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
関
東
１
部
リ
ー

グ
準
決
勝
（
６
月


日
）
の
録
画
が

見
ら
れ
ま
す

体
育
団
体

オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野
球
部

＝
強
化
指
定
部

世
田
谷
硬
式
野
球
部

＝
強
化
指
定
部

陸
上
競
技
部
男
子

＝
強
化
指
定
部

陸
上
競
技
部
女
子

＝
強
化
指
定
部

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

剣
道
部

決
勝
の
学
習
院
大
戦
で
５
回
に

初
得
点
の
ホ
ー
ム
を
踏
み
、
チ

ー
ム
の
仲
間
に
迎
え
ら
れ
る
西

表
大
夢
外
野
手
（
背
番
号
４
、

ビ
ジ
ネ
ス
３
）

フ
リ
ー
ク
ス
東
京
戦
を
勝
利
に

牽
引
し
た
Ｍ
Ｆ
柏
木
蓮
選
手

（
造
２
）
。
こ
の
日
、
ハ
ッ
ト

ト
リ
ッ
ク
を
達
成
し
た
（
９
月


日
、
駿
河
台
大
学
ホ
ッ
ケ
ー

場
）

慶
應
大
戦
で
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ

芹
澤
選
手
（
５
月

日
、
早
稲

田
大
・
東
伏
見
、
提
供
＝
Ｍ
Ｙ

Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
）

全
日
本
連
続
８
強
入
り

駅
伝｢

箱
根｣｢

杜
の
都｣

逃
す

関
東
リ
ー
グ
準
優
勝

小
川

日
本
代
表
で
銀
獲
得

ボ
ク
シ
ン
グ
部

初の国際大会で銀メダルを
獲得した小川選手 逆転に次ぐ逆転の激闘に勝利し喜ぶ選手ら

神
宮
大
会
出
場
決
め
る

農
友
会
活
動

力
走
す
る
高
槻
選
手
（
右
か
ら

２
番
目
）
と
並
木
選
手
（
同
５

番
目
）

予選会の写真
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選
手
を
支
え

メ
ダ
ル
獲
得

空

手

男

子

組
手･

林
監
督

五
輪
・
空
手
男
子
組
手
の

監
督
は
林
晃
さ
ん(

昭

林


新
潟
県
出
身
）
＝
写
真
左
。

男
子
組
手
の
日
本
代
表
は


㌔
級
に
佐

合
直
人
選

手
、

㌔

級
に
西
村

拳
選
手
、

㌔
超
級
荒
賀
龍

太
郎
選
手
が
出
場
し
た
。
荒

賀
選
手
は
見
事
に
銅
メ
ダ
ル

を
手
に
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
練
習

も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
、
選

手
の
居
住
地
で
の
強
化
を
重

点
に
す
る
な
ど
、
林
監
督
は

選
手
と
一
体
と
な
り
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
万
全
の
状
態
で

臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
林
監

督
は
「
３
選
手
と
も
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
、
実
力
を
発
揮
し

た
。
特
に
、
荒
賀
選
手
は
見

事
な
技
を
繰
り
出
し
た
」
と

評
価
し
て
い
る
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
７
面
に

掲
載
）

日
目
か
ら
休
場
。

付
上
位
を
期
待
し
た
い
。

幕
下
時
栄
は
９
月
場
所
９

所
か
ら
十
両
に
陥
落
し
た
も

の
の
、
５
、
７
月
と
連
続
で

勝
ち
越
し
、
９
月
場
所
で
幕

内
に
復
帰
。
８
勝
７
敗
。
番

た
９
月
場
所
も
８
勝
７
敗
。


月
場
所
（
九
州
場
所
）
で

の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

豊
山
関
は
３
月
場
所
で
負

け
越
し
、
５
月
場

大
関
正
代
は
今
年
の
５
月

場
所
（
夏
場
所
）
、
７
月
場

所
（
名
古
屋
場
所
）
と
、
な

ん
と
か
勝
ち
越
し
を
決
め
、

１
年
前
に
初
優
勝
を
果
た
し

で
は
自
分
の
持
っ
て
い
る
力

を
出
し
切
っ
た
。
悔
い
は
ま

っ
た
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
い

て
今
の
自
分
が
あ
る｣

と
し


東
京
五
輪
を
最
後
に
「
現
役

は
引
退
す
る
と
決
め
て

い
た
。
今
後
に
つ
い
て

は
ま
だ
決
め
て
い
な
い

が
、
人
の
役
に
立
つ
こ

と
を
し
た
い
」
と
語
っ

た
。成

松
選
手
は
、
２
０

１
８
年
の
ア
ジ
ア
大
会

で
は
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ

ー
級
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
、
全
日
本
選
手
権
は

９
回
優
勝
し
て
い
る
。

こ
と
で
、
一
番
い
い
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
仕
上
げ
、
試
合

集
大
成
と
位
置
付
け
た
大
会

で
成
松
選
手
は
、
１
回
戦
で

コ
ン
ゴ
共
和
国
の
選
手
に
５

―
０
の
判
定
で
勝
利
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
試
合
で
額
を

陥
没
骨
折
し
、
２
回
戦
を
棄

権
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。成

松
選
手
は
「
コ
ロ
ナ
禍

に
加
え
け
が
も
あ
っ
た
が


五
輪
が
１
年
延
期
に
な
っ
た

五
輪
・
ボ
ク
シ
ン
グ
男
子

ラ
イ
ト
級
に
出
場
し
た
成
松

大
介
選
手
（
平

経
、
熊
本

県
出
身
）
は
２
０
１
６
年
の

リ
オ
五
輪
に
次
い
で
２
大
会

連
続
の
出
場
。

ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
代
表
で

は
唯
一
の
２
度
目
の
五
輪
。

か
。
今
後
は
、
こ
の
手
応
え

を
継
続
し
、
よ
り
高
め
て
パ

リ
五
輪
で
は
さ
ら
に
い
い
結

果
を
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

ム
の
中
で
、
日
本
は
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
が
一
番
低
い
チ
ー

ム
だ
っ
た
が
、
世
界
の
強
豪

相
手
に
恐
れ
ず
立
ち
向
か
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

五
輪
・
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
日

本
チ
ー
ム
を
主
将
と
し
て
牽

引
し
た
の
は
山
下
学
選
手

（
平

経
、
富
山
県
出
身)



日
本
チ
ー
ム
は
２
０
１
８
年

の
ア
ジ
ア
大
会
で
初
優
勝
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
、
メ
キ
シ

コ
以
来
、

年
ぶ
り
の
五
輪

出
場
を
果
た
し
た
。
１
次
リ

ー
グ
で
世
界
の
強
豪
と
戦
っ

た
が
６
位
。
準
々
決
勝
進
出

を
逃
し
た
。

山
下
主
将
は
「
出
場
チ
ー

パ
リ
大
会
へ
向
け
て
決
意
を

語
っ
た
。

工
藤
選
手
は
仕
事
中
の
事

故
で
左
腕
を
切
断
。
２
０
１

７
年
か
ら
パ
ラ
テ
コ
ン
ド
ー

を
始
め
、
２
０
１
８
年
の
全

日
本
選
手
権
で
優
勝
し
、
２

０
１
９
年
の
世
界
選
手
権
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
２

０
２
０
年
に
行
わ
れ
た
東
京

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選

考
会
で

㌔
級
の
勝
者
と
な

り
、
日
本
代
表
を
勝
ち
取
っ

た
。

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
夢
の
舞
台

で
、
そ
こ
に
立
て
る
選
手
は

雲
の
上
の
存
在
だ
っ
た
。
初

め
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
「
他
の
大
会
と
は
違
う

別
次
元
の
大
会
。
２
度
と
や

り
た
く
な
い
と
思
う
よ
う
な

き
つ
い
練
習
で
も
、
も
う
１

度
や
っ
て
も
立
ち
た
い
舞

台
」
と
感
じ
て
い
る
。

工
藤
選
手
は
、
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

は
開
催
国
枠

で
の
出
場
だ

っ
た
と
し
、

「
実
力
で
出

場
権
を
獲
得

し
、
金
メ
ダ

ル
を
目
標
に

さ
ら
に
練
習

に
励
ん
で
い

く
」
と
次
の

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
テ
コ

ン
ド
ー

㌔
級
（
運
動
機
能

障
害
）
に
出
場
し
た
工
藤
俊

介
選
手
（
平

ア
ク
ア
バ
イ

オ
、
岐
阜
県
出
身
）
は
１
勝

２
敗
で
７
位
。
メ
ダ
ル
獲
得

は
な
ら
な
か
っ
た
。
初
戦
に

敗
れ
、
敗
者
復
活
戦
に
回
り

１
回
戦
に
勝
利
し
た
が
、
２

回
戦
で
敗
れ
た
。

工
藤
選
手
に
と
っ
て
、
パ

東京農業大学出身の大相撲関取 過去３場所の成績

場 所

令和３年９月場所
(秋場所／両国･国技館)

令和３年７月場所
(名古屋場所／ドルフィンズアリーナ)

令和３年５月場所
(夏場所／両国･国技館)

正代

熊本県／時津風
(正代直也･平開)

東大関
８勝７敗

東大関
８勝７敗

東大関
９勝６敗

豊山

新潟県／時津風
(小柳亮太･平森)

西前頭十四枚目
８勝７敗

東十両筆頭
10勝５敗

東十両四枚目
８勝７敗

時栄（冨栄秀喜・平森）

令和３年９月場所（秋場所） 東幕下十枚目 ０勝４敗３休

令和３年７月場所（名古屋場所）東幕下六枚目 ３勝４敗

令和３年５月場所（夏場所） 東幕下四枚目 ３勝４敗

今
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
興
奮
と
感
動
は
ま
だ

冷
め
や
ら
な
い
。
こ
れ
を
盛
り
上
げ
る
の
に
一
役
買
っ
た
東
京
農
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
活

躍
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
日
本
を
代
表
し
て
世
界
の
強
豪
と
の
闘
い
を
繰
り
広
げ

た
校
友
を
紹
介
す
る
。

▼
オ
ホ
ー
ツ
ク
硬
式
野

球
部
が
、

月

日
か
ら

始
ま
る
明
治
神
宮
野
球
大

会
に
、
７
年
ぶ
り
の
出
場

を
決
め
た
。
今
年
は
全
日

本
選
手
権
ベ
ス
ト
８
で
、

同
じ
年
の
両
大
会
へ
の
出

場
は
初
め
て
。
試
合
日
程

を
確
認
し
、
神
宮
球
場
に

応
援
に
行
こ
う
▼
「
食
と

農
」
の
博
物
館
で
開
催
中

の
創
立
１
３
０
周
年
記
念

展
「
学
祖
群
像
―
豊
か
さ

を
つ
な
ぐ
」
は
、
通
常
で

は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
史

料
も
展
示
し
て
い
る
。
ご

来
館
い
た
だ
き
、
３
人
の

学
祖
と
母
校
農
大
の
歴
史

に
思
い
を
巡
ら
せ
て
ほ
し

い
。
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
近
く

に
あ
る
「
東
京
農
業
大
学

開
校
の
地
」
の
標
柱
を
尋

ね
て
み
る
の
も
い
か
が
▼

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制
限
の

緩
和
が
始
ま
り
、
母
校
へ

の
思
い
を
胸
に
抱
い
た
上

京
も
可
能
に
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
三
密
回
避


マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒

な
ど
基
本
的
感
染
対
策
は

忘
れ
な
い
で
。
（
安
達
）

編
集
委
員

委
員
長

豊
原

秀
和

（
副
会
長･

名
誉
教
授)

委

員

穂
坂

賢

(

醸
造
科
学
科
教
授)

委

員

上
岡

美
保

（
副
学
長
・
国
際
食
農
科
学
科
教
授
）

委

員

緒
方

和
彦

（
法
人
本
部
総
務･

人
事
部
長)

委

員

安
達

哲
司

（
事
務
局
長
）

東京五輪出場の報告で校友会本部を訪問。左
から豊原秀和副会長、成松選手、平野義幸全
日本ナショナルコーチ（平醸）

Ｒ
Ｐ
Ｃ
（
ロ
シ
ア
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
の

選
手
と
対
戦
す
る
工
藤
選
手
（
９
月
３
日
、
幕
張

メ
ッ
セ
、
○Ｃ
Ｘ
―
１
提
供
）

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
の
イ
ン
ド
と
の
１
次
リ

ー
グ
最
終
戦
で
プ
レ
ー
す
る
山
下
選
手
（
７
月


日
、
大
井
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場
）

正
代
（
手
前
）
は
玉
鷲
を
力
強
く
寄
り
切
り
で
破
っ
た

（
９
月
場
所
７
日
目
）

豊山（左）は堂々の押し出しで琴恵光を
下した（９月場所７日目）

東
京
五
輪
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

３
場
所
連
続
勝
ち
越
し

正
代

豊
山

来
場
所
も
う
一
踏
ん
張
り

主将チームけん引
ホッケー 山下選手

連
続
で
晴
れ
の
舞
台

ボ
ク
シ
ン
グ

成
松
選
手

競
技
歴
４
年
で
出
場

パ
ラ
テ
コ
ン
ド
ー

工
藤
選
手

第130号 （12）令和３年11月１日
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